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 ここでは主な調査・対策事例として“孔底深度測定”、“孔内カメラ調査”、“水質試料

採取”、“孔内洗浄”を紹介しています。その他の調査方法や、孔内洗浄の実施事例につ

いては、「参考資料 第５章地下水観測施設を長く使うために」で紹介します。 
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鋼棒（ロッド） 

目盛付きロープ 

1. 孔底深度測定 

 

 孔底深度は、目盛付きのロープの先端に重りを付けた機器で測定します。孔

底堆積物がストレーナーの深度まで到達すると、地下水の観測に支障がでるの

で、定期的に孔底深度を測定・記録しておくことが重要です。 

 

【解説】 

(1)方法 

 観測孔の孔口から孔底深度の測定機器の重り部分を降ろし、孔底までの深度を

測定します。測定の際に、地表からの土砂等流入の可能性を検討するため、観測

孔口や周辺の状況について記録※１することも重要です。 

 

 

 

孔底深度の測定状況です。重りが

孔底に着底したら、孔口部でロー

プの目盛を読みます。 

 

                   図４－１ 孔底深度測定の作業状況 

 

(2)測定機器 

 ロープや手計水位計を利用し先端に重りを付けて測定します。先端の重りが軽

いと、孔底への着底がわかりにくい場合があるので注意します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目盛付きロープを利用し、先端に鋼棒（ロ

ッド）を重りとしてつけています。鋼棒が

孔底に着底するとロープが緩みますので、

着底した時に孔口部で目盛を読みます。 

 重り付きの金属製目盛テープでの測定

状況です。先端の金属製の重りは重量

があるので着底を容易に感知すること

ができます。 

図 4-２ 孔底深度の測定機器の例 

 

 

※１：記録の整理項目及び様式例を「参考資料 第２章地下水位の観測 5.地下水観測施設

の記録」で紹介しています。 

重り 
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(3)測定時の主な注意点 

 孔底深度を測定する際の主な注意点と、その対応方法を以下に示します。 

 

表 4-1 孔底深度測定時の主な注意点と対応方法 

項目 注意点 対応方法 

測 定 用 機

器 の 先 端

の 重 り の

重量 

軟弱な孔底堆積物では、重り

の重量が軽いと先端の到達

深度が浅くなる可能性があ

ります。（参考：図 4-3） 

堆積物への到達を触感で検知でき

る適正な重量にすることが重要で

す。また、重量で測定値が変わる可

能性があるので、値を比べる時は

同じ機器を使います。 

ロ ー プ の

保 孔 管 内

壁 へ の 貼

り付き 

付着物や水滴でロープが貼

り付くと、先端部が降下しに

くくなります。 

先端部が軽いと貼り付きやすいの

で適正な重量にします。また、断面

形状が平たいロープよりも丸いロ

ープの方が貼り付きは起こりにく

いです。 

孔 内 に 設

置 済 み の

機器 

水圧式水位計等の機器を設

置している観測孔では、孔底

深度の測定機器が既設の機

器と絡む可能性があります。 

機器が絡まないよう慎重に測定を

行います。観測に支障がないので

あれば、既設の機器を一時的に引

き上げておくことが有効です。 

基 準 点 の

取り違え 

測定の際、通常、基準点は観

測孔の保孔管の上端もしく

は地表面とします。基準点を

取り違えると、他の測定値と

の比較が不正確になります。 

孔底深度の測定結果から観測孔の

観測可能年数※１を算出することも

できるので、最初の測定の際の基

準点を記録し、以後の調査に引き

継ぐこと重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-3 測定手法による孔底深度計測の差異（例） 
 
※１：孔底深度の測定結果を用いた観測孔の観測可能年数の算出方法を「参考資料 第５章

地下水観測施設を長く使うために 2.観測孔の観測可能年数」で紹介しています。 

孔内カメラ

沈み込み(カメラ
の自重で堆積物中
に沈み込む深度を
計測)

手計水位計
画像観察(画
像で孔底を
判定)

地盤（掘削時の孔底）

　　　　　　測定手法

測定機器で
対応可能な
堆積物等

目盛付き
ロープ＋重
り

地下水

超軟質堆積物（新しいバ
クテリアの遺骸等）

軟質堆積物（緩い粘土、
バクテリアの変質した遺
骸等）

締まった堆積物（礫、
砂、硬質の粘性土等）

凡例

貫入部分の重量等で
変化する範囲

貫入可能な範囲
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2. 孔内カメラ調査 

 

 孔内カメラを用いて孔内の状況を直接的に観察することで、地下水観測施設

の障害に関わる多くの情報を得ることができます。 

 

【解説】 

(1)方法 

 観測孔の孔口から孔内カメラを降ろし、孔内の状況を画像または動画で記録し

ます。画像では、保孔管内壁や継ぎ目の状況、ストレーナーの状況、孔内水の濁

りの状況等に注意します。また、内部の変形・腐食、異物の付着・堆積等の異常

があれば、その内容も記録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内カメラの画像等から得られた情報をまとめることで、ストレーナ

ー開口部の目詰まりや、孔壁の付着物の状況が分かります。 

 

図 4-4 孔内カメラ調査の記載例 
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孔内カメラ調査の状況です。孔内カメラの先端部は

撮影用のセンサーと孔内を照らすライトです。作業

しやすいように孔内カメラの先端部と制御装置を

繋ぐケーブルはプーリーに納められています。 

 

図 4-5 孔内カメラの調査状況の例 

 

(2)調査機器 

 多くの機器が市販されていますので、調査する観測孔の深度・水深や口径、調

査目的に応じた機器を選定することが重要です。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

・管内検査カメラ        ・管内検査カメラ 

 

図 4-6 孔内カメラ※１の例 

 

 

 

 

※１：メーカーによって名称が異なることもありますが、いずれも観測孔内の調査で使用さ

れています。  

孔内カメラ
先端 

孔内カメラ先端と制御
装置を繋ぐケーブル 

ケーブル用の
プーリー 

制御装置と
モニター 

観測孔 



手引き 第４章 地下水観測施設を長く使うための調査と対策の例 

18 

(3)主な注意点と対応方法 

 孔内カメラ調査の主な注意点と、その対応方法を以下に示します。 

 

表 4-2 主な注意点と対応方法 

項目 注意点 対応方法 

機器の選定 観測孔の諸元に応じた機

器を選定することが重要

です。 

カメラ本体の大きさと適用深度は、と

くに重要です。 

カメラ本体の大きさは、事前に観測孔

の口径を確認して、余裕をもって内部

に入るものを選びます。 

カメラの耐水性能によって、撮影可能

な水深（水圧）に限界があります。 

また、撮影深度が深くなるとケーブル

の重量が重くなるので、プーリーなど

ケーブルを支える機器を使います。 

引っ掛かり 観測孔の破損部や保孔管

の段落とし ※ １ ではカメ

ラが引っ掛かる可能性が

あります。 

画像を見ながら、引っ掛かりそうな場

合は撮影を中断し、無理をしないこと

が重要です。 

濁り 孔壁の付着物の剥離や孔

底堆積物の巻き上げで水

が濁ると、内部を見るこ

とができなくなります。 

孔内カメラを慎重に操作し、ケーブル

が孔壁にできるだけ触れないようにし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：観測孔の掘削では、ボーリング等で掘削孔を設けその中に保孔管を上から降ろします。

深い掘削孔では保孔管が途中で引っ掛かる可能性があります。そのような事態を避け

るために深部の保孔管は小口径とし、途中で大口径に接続します。これを段落としと言

います。 
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3. 水質試料採取 

 

 水質を調べることで、ストレーナーの目詰まりや孔内の付着物、保孔管のサ

ビなどの障害の要因や、将来、障害が生じる可能性を把握できることがありま

す。水質試料の採取では専用の機器を用います。 

 

【解説】 

(1)採水用の機器と採水方法 

 孔内の水面以下に採水器を降ろし、その深度の水を採取します。最近の調査で

利用される採水用の機器としては、次のようなものがあります。 

 

表 4-3 主な採水用の機器 

名称 構造と採水方法 採水用の機器の例 

ベーラー 下端に弁が付いた中空のプラスチッ

ク製のパイプです。水中を降ろす際

に弁が開き、パイプ内を水が通過し

ます。引き上げる際には水圧で弁が

閉じるため、その深度の水がパイプ

内に保持されます。操作は人力です。

構造が簡単で、広く利用されていま

す。 

 

特定深度採水器 下端に弁が付いた中空の金属製のパ

イプです。空気圧で弁が閉じた状態

で水中を降下させます。所定の深度

で空気を抜くと弁が開き、水がパイ

プ内に流入します。再度、空気圧を

上げて弁を閉じ引き揚げます。降下

及び空気圧の調整は人力です。特定

の深度で確実に採水することが可能

です。 

 

小型水中ポンプ 直径の小さな電動ポンプで、最小の

ものは VP40※１で採水できます。大

量に採水することが可能です。ポン

プ能力によって揚水できる深度（揚

程）は異なりますので、採水する深

度にあったポンプを選びます。 

 

 

※１：塩ビ管の規格で内径が 40mm のものです。 
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(2)主な注意点と対応方法 

 水質試料※１の採水作業の主な注意点と、その対応方法を以下に示します。 

 

表 4-4 主な注意点と対応方法 

項 目 注意点 対応方法 

採水用の機器

の選定 

観測孔の諸元に応じた採水

用の機器を選定することが

重要です。 

目的に応じた採水量と採水深度

に対応する機器を選定すること

が重要です。深度が深くなるとロ

ープの重量が重くなるので、プー

リーなどロープを支える機器を

使います。 

引っ掛かり 観測孔の破損部や保孔管の

段落とし ※ ２では採水用の

機器が引っ掛かる可能性が

あります。 

採水用の機器を慎重に操作し、引

っ掛かりそうな場合は採水作業

を中断し、無理をしないことが重

要です。 

濁り 採水作業に伴って孔壁から

剥離した付着物や巻き上げ

た孔底堆積物が水中を浮遊

し、水質試料と一緒に採水

されることで、本来の水質

とは異なる濃度や成分が検

出される可能性がありま

す。 

採水用の機器を慎重に操作し、採

水器やロープが孔壁にできるだ

け触れないようにします。また、

深度別に採水する場合は、上部か

ら行い、採水に伴う濁りの影響が

水質試料になるべく及ばないよ

うにします。 

複数の観測孔

での採水 

観測孔で使用した採水用の

機器を他の観測孔でそのま

ま使用すると、機器の中に

残っている水や成分が分析

結果に影響を及ぼすことが

あります。 

他の観測孔で使用する前に、採水

用の機器を純水等で洗浄します。

小型水中ポンプの場合は、しばら

くポンプを動かし、ホース内に残

っている水が抜けてから採水し

ます。 

 

 

 

※１：採取した水質試料の分析は、通常、分析を専門に行う外部の機関に依頼することにな

ります。分析する項目等については「参考資料 第４章地下水の水質」で紹介してい

ます。 

※２：観測孔の掘削では、ボーリング等で掘削孔を設けその中に保孔管を上から降ろします。

深い掘削孔では保孔管が途中で引っ掛かる可能性があります。そのような事態を避け

るために深部の保孔管は小口径とし、途中で大口径に接続します。これを段落としと言

います。  
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4. 孔内洗浄 

 

 孔底の堆積物や保孔管・ストレーナーの内壁の付着物を排出する方法とし

て、送気洗浄（エアリフト）や高圧洗浄という方法があります。 

 

【解説】 

(1)孔内洗浄の方法 

 実施事例※１がある方法を以下に紹介します。 

 

表 4-5 主な孔内洗浄方法の例 

方 法 内 容 対象とする障害(例) 

送気洗浄 

（エア 

 リフト） 

孔底まで入れたホースに圧縮空気を送り込

み、空気と水の密度差を利用して空気の上

昇に伴う孔内水の上昇流を発生させ、堆積

物を孔口から噴出させます。洗浄効果を高

めるため、空気と一緒に水を入れています。

特殊な機器は使わず、コンプレッサーを用

いて作業を行います。 

・孔底の堆積物の除去 

 

 

高圧洗浄 孔内に入れた高圧ホースから高い圧力の水

を噴出させることで、保孔管内壁の付着物

を孔口から噴出させます。 

・孔壁の付着物の除去 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送気洗浄（エアリフト）の作業と、孔内

からの排出の状況です。空気と水を孔

底に送り込むことで、孔底堆積物を含

む水が排出されています。 

 高圧洗浄の作業風景です。観測孔に高

圧ホースを入れ、孔内で水を勢いよく

噴出することで観測孔内の付着物を除

去します。 

 

図 4-7 孔内洗浄の事例 

 

※１：実際に行った孔内洗浄の機器の規格や作業諸元について「参考資料 第５章地下水観

測施設を長く使うために 5.送気洗浄（エアリフト）・高圧洗浄」で紹介します。 

高圧ホース 

観測孔 

観測孔と 
作業用の 
パイプ・ 
ホース 

孔内からの排水 

排出された砂 




